
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 平成26年11月15日

事業所名 グループホームきらら日吉

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成27年2月27日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1470901347

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 スターツケアサービス株式会社
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成26年11月15日

事　業　所　名

（ 223-0051

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホーム　きらら日吉

登録定員

通い定員

平成27年3月20日

横浜市港北区箕輪町3-13-23

宿泊定員

定員　計

平成27年2月27日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成　26　年度

株式会社　R-CORPORATION

横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8　ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

指 定 年 月 日

スターツケアサービス株式会社

1470901347
平成17年9月1日

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成26年11月1日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①ＧＨきらら日吉はスターツケアサービス株式会社の運営です。スターツケアサービス株式
会社は高齢者向け賃貸住宅、介護付き有料老人ホーム（ケアホームうらら）、認知症対応型
共同生活介護（グループホームきらら）、通所介護（デイサービスきらら）、訪問介護・居
宅介護支援（ケアステーションきらら）、小規模多機能施設（小規模多機能きらら）、シニ
ア賃貸住宅（ライフサポートレジデンスゆらら）などの他認可保育園（きらきら保育園）な
どを関東地方、愛知県、宮城県に展開しています。最近は介護の種類が多岐化しており、利
用者は選択に苦しむケースが増えており、同じスターツグループの中に「サードライフサー
ビス」の部署があり、介護施設の選択に際して、その人に合ったサービス選択のサポートを
無料で提供しており、このホームでも入居の際に利用することがあるそうです。このホーム
は高級住宅地・東横線日吉駅から徒歩13分の至近距離に位置しており、家族が訪問する際に
も便利なところです。ホームの運営は企業理念「人が、心が、すべて」の実現を目指して介
護を展開しています。
②法人は上場会社の組織であるため、明確な方針展開があり、きらら日吉の３か年計画、年
間目標、年間重点項目を決め、月間目標にブレイクダウンして展開しています。目標達成の
為の課題を１Ｆ、２Ｆ毎にまとめ、月毎の推進事項を決め、１か月毎に成果を確認していま
す。推進責任者はフロアリーダーで、ホームの目指しているものは明確であり、職員の意見
を吸い上げ、管理者とフロアリーダーが合議して、プロの介護者として高いレベルを目指し
て介護を展開しています。利用者にも出来ることは、体調やその日の気分に合わせながら、
良く話をして、納得してもらい、一緒にチャレンジしてもらっています。
③スターツケアサービスでは職員の教育に力を入れています。本部に教育研修部門があり、
年間教育計画を策定し、スキルに応じて初任者研修、１年未満研修、２年未満研修、技術向
上の為の研修、ネクストステージ研修（管理者に慣れるスキル研修）、ブラシュアップ研修
等を企画、実施しています。研修を受講した職員、委員会に出席した職員は必ず報告し、情
報を共有しています。本部のケア会議の決定事項は全体会議に下し、その後、研修に切り替
えて全職員の理解と共有及び、実施を進めています。

利用者と職員の信頼関係が形成されており、距離感が近く家庭的な環境が実現し、支援につなげることが
できています。また、地域に根付いたホームということで地域との連携が深く、近所の保育園とは月に一
度以上のペースで交流する機会があり、子ども達からは”きららのおじいちゃん・おばあちゃん”の相性
で呼ばれ、声を掛けられます。町内会の地域行事にはほとんど参加させて頂き、地域の方からも顔を覚え
られ、色々な方から声を掛けて頂いております。
環境美化にも力を入れており、利用者と選んで購入してきた草花を共有スペース、玄関先、2Ｆバルコニー
や外フェンスへ飾り、季節に応じた緑の多い環境が整っております。その成果で、港北オープンガーデン
に参加のお誘いを頂き、約100名以上の方が見に来てくださいました。このように、自立支援を基本に考え
ており、必要以上の支援を行わない・利用者本位・自己決定の出来る環境を提供し、且つ地域に根付いた
「地域密着型のグループホーム」です。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームきらら日吉

1Ｆ

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

施設の状況を共有する為に毎回、入居者の状況
や事故報告等をしており、議題に添った内容や
施設内での問題点を提案し、意見交換や適切な
アドバイスを頂き情報の共有を図っている。そ
の他、地域の行事や施設内の行事等の情報を交
換している。

運営推進会議は隔月の第２水曜日に必ず実施していま
す。メンバーは町内会長、民生委員会長、地域代表、
地域包括支援センター、ご家族（３名）それにホーム
関係者です。施設の状況を共有する為に毎月の報告
と、議題に添った意見交換を行い、その際に地域の行
事や施設内の行事等の情報を交換しています。

今後の継続

運営推進会議の実施報告書・活動状況報告書を
その都度、区役所の高齢支援課・包括支援セン
ターに郵送し、共有している。港北事業者連絡
会に入会し、定例会に参加し情報の交換をして
いる

運営推進会議の実施報告書・活動状況報告書をその都
度、区役所の高齢支援課・包括支援センターに郵送
し、共有しています。港北事業者連絡会に入会し、定
例会、講習会に参加し、情報の交換をしています。包
括支援センターは運営推進会議のメンバーであり、常
に連携を図っています。本部担当者が、市指導課にき
らら日吉の功績を称賛された実例もあります。

今後の継続

町内会には、入居者全員が1世帯づつ計18名が加入し、町内
の行事（敬老会・子供会）にも積極的に参加しており、町で
声を掛けられることが多くなった。地域のイベント・オープ
ンガーデンのチェックポイントに選ばれるなど、地域住民の
認知度も上がり、又箕輪保育園だけでなく日吉保育園とも交
流が始まり、一層地域との密着度が高くなっている。

町内会には、入居者全員が個人別に計18名として加入
し、敬老会にも全員が招待を受け、お祝いをしても
らっています。その他の町内の行事にも積極的に参加
し、町で声を掛けられることが多くなりました。近隣
の２保育園とは交流があり、双方で行き来し、園の行
事にも参加しています。窓に自分の花を育て、実のな
る果樹を育て、港北オープンガーデン（花のおまつ
り）や、近隣の方々の和みになっています。

今後の継続

運営推進会議は、隔月の決まった日時に委員の方が出席し
て、その日の議題に添って意見交換をしており、その際に地
域の行事や施設内の行事等の情報を交換している。また、町
内会主催の介護相談や福祉相談を受けている。運営推進会議
時に、運営委員と意見交換で災害時に雨風しのげる場所とし
てのスペースを一部提供を提案した。又、子供会は、きらら
日吉をチェックポイントとして地域行事にも率先的に参加し
ている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

企業理念・運営理念共に、「地域社会の一員」
であることを自覚し、サービスに於いても入居
者の「その人らしさ」を第１に考えた支援を心
掛けている。理念も目の届く場所に掲示してお
り、共有を目指している。

企業理念・運営理念共に「地域社会の一員」であるこ
とを自覚し、サービスに於いても入居者の「その人ら
しさ」を第１に考えた支援を心掛けています。年間ス
ローガンを展開し、きらら日吉の年間目標を立て、４
四半期毎に進捗を確認し、本部に報告しています。推
進責任者はフロアリーダーで、フロアの目標も設定し
て展開しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

ご意見箱の設置をはじめとし、入居者やご家族からの
ご意見は、そのつど職員間で共有している。また、運
営推進会議においても、提案し改善に向けて、本部と
も協議し努力している。運営推進会議議事録も閲覧可
能であり、行政や包括とも情報を共有している。家族
アンケートについても、職員間で共有している。

家族等の意見は、意見箱の設置をはじめとし、来訪
時、運営推進会議、イベント時、電話などにその都度
伺い、職員間で共有しています。運営推進会議の提案
は改善に向けて本部とも協議し、進めています。意
見、要望は生活状況シートに記載しています。運営推
進会議議事録は閲覧可能であり、行政や包括支援セン
ターとも情報を共有しています。家族アンケートにつ
いても、職員間で共有しています。

今後の継続

社内で、権利擁護や成年後見制度について研修
会を実施している。今後活用を希望される方に
ついては、必要に応じて、ご提案や情報提供も
行っている。

契約締結の際には、契約内容を一語一句全てを
読みあわせをしている。その都度質問等に関し
ては、ご理解と納得のいくまで確認をしてい
る。

身体拘束禁止マニュアルを会社として作成して
おり、職員全員で情報共有し、実行している。
ホーム内では、玄関を含め、施錠は一切行って
いない。

身体拘束に関しては身体拘束委員会を作り、身体拘束
禁止マニュアルを作成し、全社で意識を持って取り組
んでいます。職員については新人教育をはじめ、日頃
のOJTで徹底しています。鍵については、玄関を含
め、施錠は一切行っていませんが、入浴介助時等、ど
うしてもの際は一時的に施錠するケースもあります。

今後の継続

事業所の中で、虐待防止に関する研修やマニュ
アルを整備してる。又、日々のケアの中では、
具体的に言葉や介助について、気がついた時に
その場で注意をし、会議等でも例題を挙げて、
分かり易く説明をしている。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

横浜高齢者グループホーム連絡会や港北区事業
者連絡会の勉強会や研修会に参加して、サービ
スの向上に努めている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

慣れない生活で不安な事も多い中、事前のご家
族等からの情報をもとに、職員や他利用者との
関わりを持ち積極的に関わることで、その人を
早い段階で理解し、信頼関係が築けるように努
めている。

日々の勤務状況等あらゆる場面での本人の努力
や実績を人事考課制度の導入により評価され、
その結果を本人に説明される。また、給与水
準、労働時間等の内部規程が何時でも閲覧でき
る状況に於かれており、不安や疑問に思ったこ
となどについては職員が直接人事に確認が出来
る体制となっている
本部の研修が役職に合わせた研修体系にに変わ
り、研修を受ける機会が少なくなった職員に
も、外部研修を積極的に利用し、施設内研修の
中で周知することが出来ている。

代表者・マネージャーとの面談や研修など接する機会
もあり、代表者等から「最近の様子や疑問に思ってい
ること等を話す機会が与えられている。」また、ホー
ム内でも何時でも職員からの意見や提案を発すること
が出来る機会を作り、その内容については、本部へ
「職員からの意見」として報告している。

代表者・マネージャーとの面談や研修など接する機会
があり、代表者等から「最近の様子や疑問に思ってい
ること」等を話す機会が与えられています。また、管
理者はホーム内でも何時でも職員からの意見や提案を
発することが出来る機会を作っており、その内容につ
いては、本部へ「職員からの意見」として報告してい
ます。

今後の継続
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

主な手段は本人がなじみ深い手紙を使用して古
い友人に連絡を取る中継役として支援に努めて
いる。また、近隣のなじみ深い場所への散歩な
ども取り組んでいる。

関係の維持は難しい問題ですが、１つの手段として本
人が、馴染み深い、古い友人に手紙を使用して連絡を
取る等の支援をしています。また、近隣の馴染み深い
場所への散歩なども取り組んでいます。本人やご家族
のご了解をもらい、遊びに来て頂いたり、ご本人の行
きたい場所等に出かけるよう個別対応にも努めていま
す。行きたい場所があれば何時でも同行できる体制で
対応しています。また、近所の方が遊びに来たり、利
用者も近所の方と交流を持つケースもあります。

今後の継続

職員は自分の親に支援を行うようなインフォー
マルケアを意識して取り組んでいるが、その中
でも必ず本人の意思確認やその時の気持ちを汲
んで対応にあたっている。また食事も一緒に摂
り、家事や散歩など一日の流れにおいて全てス
タッフが帯同し行っている。

日々の暮らしの中で自由に面会や外出が出来る
環境にあり、定期的な行事などに参加していた
だき本人と家族だけでなく職員とも交流する機
会を提供できている。

入居前の段階で出来る限りの心配事は除外出来
るよう面談時に相談させていただいているが、
その後もご家族が話しやすい環境になるよう職
員からコミュニケ―ションをとれるよう努めて
いる。

入居前の面談時にご家族とご本人様の情報を確
認し、ご家族からの要望やグループホームの役
割を確立したうえで、ご利用者が住みやすい環
境になるような支援をご相談させていただいて
いる。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入居前の情報については、職員全員で共有し、
理解を深めている。その後に把握した情報は、
記録に記載し、職員間で情報の共有に努めてい
る。グループ回想法を導入し（月１回）その人
なりの馴染みの暮らし方や、価値観をうかが
い、過去の情報収集や性格など把握出来る様に
努めている。
入居者、それぞれ「出来る事・出来ない事」の
把握を行い、それに基づいて出来ないところは
スタッフも一緒に行いながら生活の支援を行っ
ている。介護プランに基づき、一日の生活のリ
ズムからそれぞれの支援方法を把握する。

退去されたご家族様から、時々病状報告を頂く
こともある。その際には、何時でも相談に応じ
る準備がある事を伝え、感謝されている。ま
た、退去されたご家族様より、別のご家族様の
入居についての相談もいただき、対応して感謝
された。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

センター方式を使用し、日々の会話の中から些
細な事柄についても情報の収集に努め、一人ひ
とりの思い・希望・意向に添うように努め、困
難な場合には「わたしだったら‥」の視点を生
かしながら行っている。

センター方式を使用し、日々の会話の中から細かい事
柄についても情報の収集に努め、一人ひとりの思い・
希望・意向に添うように努め、困難な場合には「わた
しだったら‥」の視点を生かしながら、相談に来る時
の話を考えるようにしています。常に記録には言葉や
様子を記録し、カンファレンスで当月アセスメント対
象で無い人にも広げ、対応するようにしています。

今後の継続

各々の相性やＡＤＬを把握したうえで考慮し、
家事活動などを行ううえで役割分担を行ってお
り、関係性を築けている。また活動が不十分は
利用者に対して出来る人が手助けを行う関係性
も確立されている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

かかりつけ医師の選択は、希望を優先してい
る。提携医については、臨機応変に対応可能な
医師で、職員も安心している。また、必要時に
は、ご家族に直接説明をしていただけている。
現在では、往診日が月２回から１０～１１回と
なっており、その日の受診者以外でも、体調不
良の方にも柔軟な対応をされている。

かかりつけ医師の選択は希望を優先しています。提携
医は同時に全員は見られない体制の為、月に10～11回
位、往診に来ていますが、臨機応変に対応が可能であ
り、緊急対応にも応じてもらっています。歯科も治療
と口腔ケアの往診があり、マッサージも来ています。
医療連携体制については、訪問看護を利用しており、
毎週1回木曜日、看護師が訪問して入居者の健康管理
をしています。

今後の継続

お一人、お一人の希望を支える為、個別のサー
ビス（機能向上の為の運動、外食、行事への参
加等）の充実を図っている。

町内会の行事や保育園との交流も盛んになり活
性化してきている。その交流の中で、入居者も
積極的に参加型となってきている。

月に一度担当者会議を実施し、現状の課題やよ
り良い支援方法を意見交換し、本人の意向、家
族の希望に沿って、総合的にに反映したプラン
を作成。その意見に反映したケアプランを作成
している。

介護計画策定については、センター方式で集積した情
報をアセスメントに活用し、計画作成担当者が担当者
会議までにセンター方式のシートにまとめ、現状の課
題やより良い支援方法を抽出し、それを中心に担当者
会議で職員同士で話し合い、まとめるようにしていま
す。本人の意向と家族の意向が異なるケースもあり、
調整しながら対応しています。職員も情報を共有し、
入居者の健康管理に努めています。

今後の継続

日々変化するケアの状況・状態を介護記録だけ
でなく、ユニット日誌などに記録し、申し送り
で情報を共有しながら、実践に活かしている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

会社の、マニュアルが整備されている。ＡＥＤ
も設置されているため、使用方法についても職
員間や勉強会などを開き積極的に訓練を実施し
ている。また、救命講習や応急手当講習等にも
積極的に参加していくようにしている。

避難訓練には地域の方が参加され、避難方法の再確認と災害
時備品所持について町内会に情報を提供した。災害時に防災
拠点までの移動はリスクが大きい事から、きららでは災害時
にはホーム内に残る事を決め、そのことを町内会と共有する
とともにご家族宛には、災害時には移動しないことと連絡に
ついては、各家族からきららへ訪問又は確認をして頂くこと
を手紙にて周知してある

避難訓練には地域の方にも参加して頂き、避難方法の
再確認と災害時備蓄品所持について町内会にも情報を
提供しています。災害時に防災拠点までの移動はリス
クが大きい事から、きらら日吉では災害時にはホーム
内に残る事を決め、そのことを町内会と共有すると共
にご家族宛には、災害時には移動しないことと、連絡
については各家族からきらら日吉へ訪問又は確認をし
てもらうことを手紙にて周知してあります。町内会全
体の避難訓練にも参加しています。日吉消防署と町内
会ときらら日吉間で、「消防応援協力に関する覚書」
を締結しています。

今後の継続

入院時は、本人の状態確認のため、お見舞いに
伺ったり、担当者と随時連携をとりながら情報
交換を行い、早期退院に向けて関係づくりに努
めている。退院後は、かかりつけ医師との連携
が取れている。

本人と家族のご希望の中で、ホーム内の設備や
医療対応について、困難な場合があることを家
族との協議の中で随時検討している。また、協
力医療機関との連携を図り、他施設への検討も
行っている

グループホームは原則は健康な方の共同生活の場であ
るので、本人と家族のご希望によっては、ホーム内の
設備や医療対応について、困難な場合があることを家
族との協議の中で随時検討しています。また、協力医
療機関との連携を図り、他施設への検討も行っていま
す。終末期にさしかかる時点で、医師、ご家族、ホー
ムとの３者で話し合い、方向を決めることにしていま
す。

今後の継続

毎週1回、訪問看護師が訪問して入居者の健康管理を
している。その日に、指示を受けたものについては早
急に医師に連絡を取り診察を受けている。又、職員の
判断のしづらい腹部の状況を確認し、頓服の目安とし
ている。本人からも、専門職へ相談が出来る時間とし
て提供し、その相談内容などの情報提供ができてい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

旬の食材を使用して季節感を味わっていただき、入居者と一
緒に買い物に出掛ける事により入居者の好みを取り入れてい
る。食事の準備については、出来るだけ一緒に行うように声
掛けを行っている。後片付けについては、殆ど毎食後に、入
居者が行っている。プロのシェフによる食事会を行ない大変
喜ばれた。また、地方の店舗から、食材をお取り寄せして、
郷土料理を楽しんでいただいている。

献立では旬の食材を使用して季節感を大切にし、味
わってもらい、入居者と一緒に買い物に出掛け個々の
好みを取り入れています。食事の準備については、出
来るだけ一緒に行うように声掛けをし、後片付けにつ
いては、ほとんど毎食後に入居者が行っています。行
事では、スターツ関係施設のプロのシェフが来てくれ
て食事会を行なう等、大変喜ばれています。また、地
方の店舗から、食材を取り寄せて、郷土料理を楽しん
で頂くなど、支援に努めています。

今後の継続

本人が入居前に行っていた生活を出来るだけ尊
重した一日の生活リズムを行えるように支援に
努めている。また本人からの希望がない際は活
動を提示して希望があれば支援に繋げている。

起床時など職員が一方的に衣類を選ぶのではな
く、本人に選択をしていただき更衣を行うよう
努めている。また職員によっては髪型を変えた
りと、本人がおしゃれを楽しめるよう配慮し支
援している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

声掛けの基本は敬語で行っているが、親近感や
信頼関係を築くために時折砕けた言葉を使用す
る際も見られる。また羞恥心に配慮し肌を晒さ
なければならない際は細心の注意を払い声掛
け、一部介助している。

一人ひとりの人格やプライバシーには最大の配慮を行
ない、本人の羞恥心にも配慮して対応に注意を払って
います。声掛けの基本は敬語で行っていますが、親近
感や信頼関係を築くために時折砕けた言葉を使用する
場合等、状況に応じて対応しています。また、個人情
報等に関する書類の管理については、鍵のかかるキャ
ビネットを使用しています。

今後の継続

一日の中で自己決定できる場（食事、水分、散歩コース等）
ではクローズクエスチョンを用いて本人が選択しやすいよう
配慮している。また、自己選択が難しい方にはその方の今必
要な行動を予測し、行動の前後に説明を行う様努めている。
スタッフ一人一人の観察力をアップさせ、その人の立場に
立って、その人の視点からその人の想いを支援出来る様に努
めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

便秘の理解を各職員が行ったうえで、排便に良
い食事（水溶性食物繊維の多いもの）を提供、
毎日の適度な運動、適度な水分の提供に努めて
おり、それでも出ない方には主治医との相談に
より薬が処方されている。

入浴日などは設定しておらず、希望のある利用
者、入浴日が古い利用者を優先しお誘いさせて
いただき、本人の満足感が得られるよう入浴時
間等も特に設定はしていない。

入浴日などは設定せず、一人ひとりの状況を見なが
ら、入浴する利用者の優先順位をとりながら日々の入
浴を支援しています。入浴を望まない方には、無理強
いはせずに、時間をずらしたり、曜日を変更するなど
して対応をしています。入浴を好まない入居者につい
ては、声掛けの工夫をして入浴を勧めています。週２
～３回の入浴を原則としていますが、毎日入る人もい
ます。半身浴、季節湯などの工夫も行っています。

今後の継続

毎食後に声掛けを行い、その方の状況に応じ
て、介助や見守りを行っている。また、口腔状
態に応じた歯ブラシを使用し、義歯の衛生管理
も行っている。必要に応じて、歯科受診の対応
も行っている。

個々の排泄に関しての失敗やオムツ使用を減ら
していくために、排泄の状況をその都度記録し
たものを共有し、必要に応じてカンファレンス
を行い排泄の自立に向けた、個別の対応策を検
討している

個々の排泄に関しての失敗やオムツ使用を減らしてい
くために、排泄の状況をその都度記録したものを共有
し、必要に応じてカンファレンスを行い、排泄の自立
に向けた個別の対応策を検討しています。オムツやリ
ハパンは出来るだけ使わない、使わないで済む場合は
外すよう努めています。

今後の継続

一日の食事量や水分量については、毎回記録し
て共有している。今までの習慣は大切にしなが
ら、栄養バランスを考え、毎食毎にメニューを
記録して偏らないように留意している。その日
の体調や気温等の変化に応じて、食事や水分の
内容・量等も考慮して提供している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

お預り金の中から、必要に応じて買い物はして
頂いているが、現在、ご本人がお金を所持して
いない。買い物の際にお金を渡して、支払って
頂けるように支援をしております。

本人の今までの生活や現在のＡＤＬを考慮した
日常での生活支援や家事活動が出来るよう支援
し、非日常生活の提供の頻度を上げた事できら
らでの生活でのメリハリがつくよう努めてい
る。個人の希望を支援するプロジェクトによ
り、半年後に焼き鳥屋に行き、一杯飲む楽しみ
が達成できた。
毎日の買い物へ職員と一緒に行き、地域の方々と交流
できるよう配慮し支援に努めている。また、散歩での
提供でも地域の保育園を散歩コースで通ることにより
地域の子ども達とのふれあいを大切に支援している。
また、長い時間の散歩を希望の方は定期的にご家族と
協力しながら出来る範囲で対応に努めている。又、豪
華客船飛鳥Ⅱが大桟橋に停泊しているのを見ながら、
ベイブリッジの上からみなとみらいの景色を楽しんだ
り、ドライブを兼ねて、江ノ島水族館に出掛けイルカ
のショーを楽しんだりしている。

散歩、買い物を含め１日１回は外に出るようにしてい
ます。毎日の買い物は、入居者と一緒に出掛けるよう
にし、地域の方々と交流できるよう配慮しています。
また、散歩で地域の保育園を散歩コースで通り、地域
の子ども達との触れ合いを大切しています。子供達は
「きららのおじいちゃん」と云い握手してくれます。
長い時間の散歩を希望の方は定期的にご家族と協力し
ながら出来る範囲で対応に努めています。豪華客船飛
鳥Ⅱが大桟橋に停泊しているのを見ながら、ベイブ
リッジの上からみなとみらいの景色を楽しんだり、ド
ライブを兼ねて、江ノ島水族館に出掛けイルカの
ショーを楽しんだりしています。

今後の継続

日中でも疲労感や前夜の睡眠時間を考慮して午睡の時間を設
けている。しかし昼夜逆転に配慮し、夜間帯への良眠につな
げるため３０分～１時間程度での午睡を推奨している。また
夜間帯に安心して眠れるよう共有部分の照明や音などに配慮
した支援に努めている。
夜間帯になかなか寝付けない際にはリラックスして眠れるよ
うホットミルクの提供や居室の空調設備に配慮し支援に努め
ている。

用法・用量については、理解している。副作用や注意
点については、医師や薬剤師に確認し共有するととも
に観察を行い、常に報告・相談が出来る体制となって
いる。薬自体にも、袋に必要な情報を印字や色分けを
している。毎日のセットでは数名がチェックを行い、
毎回の服薬では職員同士が声を掛け合い目視で確認し
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時にご家族へ今まで使用していた愛着のあ
る馴染みの家具など身の回りの物を持ってきて
いただき居心地の良い環境の提供に努めてい
る。中には、御仏壇やご自分で作られたプラモ
デルの飛行機を65機も居室に飾り、楽しまれて
いる。

入居時に、ご家族へこれまで使用していた本人
の愛着のある馴染みの家具や身の回りの物を持
ち込んで頂き、居心地の良い環境作りを行なっ
ています。窓の外に個人の花の鉢を置き、楽し
みに育てています。また、仏壇や自作のプラモ
デルの飛行機を居室に飾っている方も居て、思
い思いに居室が整えられています。

今後の継続

建物はバリアフリー構造となっており、手すり
の付属など利用者一人で建物内を自由に安全に
移動することが出来る作りになっている。また
キッチンが対面式になっており利用者が活動し
やすい構造になっている。

共用の部分では季節に合った草花などを利用者と買い
物に行き選んだものを置き、芳香剤などを置かずに見
た目、臭気への配慮を行っている。また季節に応じた
空調の管理、利用者の癒しのために水槽にメダカや金
魚を飼い、いつでも誰でも見ることが出来る環境を整
えている。季節の行事（お正月・お月見・クリスマス
等）に入居者と一緒に和紙で手作りのテーブルセン
ター等を作って、季節感に彩りを添えて、楽しんでい
ます。

共用空間には、ソファやテーブルの椅子を開放し、交
流の場等が設けられ、利用者と買い物に行った際に選
んだ季節の草花などを活け、雰囲気や見た目により臭
気への配慮が行われています。また、季節に応じた空
調管理や、水槽にメダカや金魚を飼育し、利用者、来
訪者の癒しになっています。季節の行事（お正月・お
月見・クリスマス等）は入居者と一緒に和紙で手作り
のテーブルセンター等を作って、季節感に彩りを添え
て、楽しんでいます。部屋のインテリアは職員に一任
し、ユニット毎の個性を尊重しています。

今後の継続

リビングの中でもソファやテーブルの椅子は常
に解放してあり、ソファの位置やテーブルの位
置を工夫し利用者同士の交流の場としてや、一
人で座れる場所などを作っている。

希望がある方には手紙でのやりとりが出来るよ
う職員が中継となり支援している。また電話な
どがかかってきた場合など本人に繋げられるよ
う努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所
グループホーム
　　　　きらら日吉

作成日 　　

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 Ⅲ 27

日々の様子やケアの気
付きを個別記録に記入
しなくてはならない
が、現状では記入をし
ていない職員もいる為
に情報が共有できてい
ない。

現状では、50％だが
80%にしていき、最終
的には、1000%を目指
していきたい。

3ケ月

2 Ⅲ 26

介護計画が、本人の意
向に添ったものになっ
ていない入居者もい

る。

本人や家族の意向に
添った介護計画となる
こと。

3ケ月

3 Ⅲ 24

本来のその人らしい暮
らしについて、新規入
居者も増えてきている
ために把握が出来てい
ない。

その人らしい暮らしが
出来るための自立支援
が出来ること。

3ケ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

2014年11月15日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容

職員同士での伝達方法
を再確認することに
よって、職員の意識を
高める。

①センター方式の基本情報
を活用②ご家族との話し合
いを十分に行う。③職員間
の情報共有を徹底させる。
以上の３点を充実させるこ
とによって、本人やご家族
の意向に添った介護計画を
作成する。

回想法を導入し、更に
スタッフが入居者をご
理解し、より一層の個
別ケアが出来る事を目
標とする。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 〇 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 〇 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームきらら日吉

2Ｆ

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

施設の状況を共有する為に毎回、入居者の状況
や事故報告等をしており、議題に添った内容や
施設内での問題点を提案し、意見交換や適切な
アドバイスを頂き情報の共有を図っている。そ
の他、地域の行事や施設内の行事等の情報を交
換している。

運営推進会議の実施報告書・活動状況報告書を
その都度、区役所の高齢支援課・包括支援セン
ターに郵送し、共有している。港北事業者連絡
会に入会し、定例会に参加し情報の交換をして
いる

町内会には、入居者全員が1世帯づつ計18名が加入
し、町内の行事（敬老会・子供会）にも積極的に参
加しており、町で声を掛けられることが多くなっ
た。地域のイベント・オープンガーデンのチェック
ポイントに選ばれるなど、地域住民の認知度も上が
り、又箕輪保育園だけでなく日吉保育園とも交流が
始まり、一層地域との密着度が高くなっている。

運営推進会議は、隔月の決まった日時に委員の方が出席し
て、その日の議題に添って意見交換をしており、その際に
地域の行事や施設内の行事等の情報を交換している。ま
た、町内会主催の介護相談や福祉相談を受けている。運営
推進会議時に、運営委員と意見交換で災害時に雨風しのげ
る場所としてのスペースを一部提供を提案した。又、子供
会は、きらら日吉をチェックポイントとして地域行事にも
率先的に参加している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

企業理念・運営理念共に、「地域社会の一員」
であることを自覚し、サービスに於いても入居
者の「その人らしさ」を第１に考えた支援を心
掛けている。理念も目の届く場所に掲示してお
り、共有を目指している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

身体拘束禁止マニュアルを会社として作成して
おり、職員全員で情報共有し、実行している。
ホーム内では、玄関を含め、施錠は一切行って
いない。

社内で、権利擁護や成年後見制度について研修
会を実施している。今後活用を希望される方に
ついては、必要に応じて、ご提案や情報提供も
行っている。

契約締結の際には、契約内容を一語一句全てを
読みあわせをしている。その都度質問等に関し
ては、ご理解と納得のいくまで確認をしてい
る。

ご意見箱の設置をはじめとし、入居者やご家族から
のご意見は、そのつど職員間で共有している。ま
た、運営推進会議においても、提案し改善に向け
て、本部とも協議し努力している。運営推進会議議
事録も閲覧可能であり、行政や包括とも情報を共有
している。家族アンケートについても、職員間で共
有している。

事業所の中で、虐待防止に関する研修やマニュ
アルを整備してる。又、日々のケアの中では、
具体的に言葉や介助について、気がついた時に
その場で注意をし、会議等でも例題を挙げて、
分かり易く説明をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

慣れない生活で不安な事も多い中、事前のご家
族等からの情報をもとに、職員や他利用者との
関わりを持ち積極的に関わることで、その人を
早い段階で理解し、信頼関係が築けるように努
めている。

横浜高齢者グループホーム連絡会や港北区事業
者連絡会の勉強会や研修会に参加して、サービ
スの向上に努めている。

日々の勤務状況等あらゆる場面での本人の努力
や実績を人事考課制度の導入により評価され、
その結果を本人に説明される。また、給与水
準、労働時間等の内部規程が何時でも閲覧でき
る状況に於かれており、不安や疑問に思ったこ
となどについては職員が直接人事に確認が出来
る体制となっている
本部の研修が役職に合わせた研修体系にに変わ
り、研修を受ける機会が少なくなった職員に
も、外部研修を積極的に利用し、施設内研修の
中で周知することが出来ている。

代表者・マネージャーとの面談や研修など接する機
会もあり、代表者等から「最近の様子や疑問に思っ
ていること等を話す機会が与えられている。」ま
た、ホーム内でも何時でも職員からの意見や提案を
発することが出来る機会を作り、その内容について
は、本部へ「職員からの意見」として報告してい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

主な手段は本人がなじみ深い手紙を使用して古
い友人に連絡を取る中継役として支援に努めて
いる。また、近隣のなじみ深い場所への散歩な
ども取り組んでいる。

職員は自分の親に支援を行うようなインフォー
マルケアを意識して取り組んでいるが、その中
でも必ず本人の意思確認やその時の気持ちを汲
んで対応にあたっている。また食事も一緒に摂
り、家事や散歩など一日の流れにおいて全てス
タッフが帯同し行っている。

日々の暮らしの中で自由に面会や外出が出来る
環境にあり、定期的な行事などに参加していた
だき本人と家族だけでなく職員とも交流する機
会を提供できている。

入居前の段階で出来る限りの心配事は除外出来
るよう面談時に相談させていただいているが、
その後もご家族が話しやすい環境になるよう職
員からコミュニケ―ションをとれるよう努めて
いる。

入居前の面談時にご家族とご本人様の情報を確
認し、ご家族からの要望やグループホームの役
割を確立したうえで、ご利用者が住みやすい環
境になるような支援をご相談させていただいて
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

入居者、それぞれ「出来る事・出来ない事」の
把握を行い、それに基づいて出来ないところは
スタッフも一緒に行いながら生活の支援を行っ
ている。又、センター方式を使用し一日の生活
リズムを整え把握している。

センター方式を使用し、日々の会話の中から些
細な事柄についても情報の収集に努め、一人ひ
とりの思い・希望・意向に添うように努め、困
難な場合には「わたしだったら‥」の視点を生
かしながら行っている

入居前の情報については、職員全員で共有し、
理解を深めている。その後に把握した情報は、
記録に記載し、職員間で情報の共有に努めてい
る。また、家族の面会があった際に、過去の情
報収集や性格など把握できるように努めてい
る。

退去されたご家族様から、時々病状報告を頂く
こともある。その際には、何時でも相談に応じ
る準備がある事を伝え、感謝されている。ま
た、退去されたご家族様より、別のご家族様の
入居についての相談もいただき、対応して感謝
された。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

各々の相性やＡＤＬを把握したうえで考慮し、
家事活動などを行ううえで役割分担を行ってお
り、関係性を築けている。また活動が不十分は
利用者に対して出来る人が手助けを行う関係性
も確立されている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

町内会の行事や保育園との交流も盛んになり活
性化してきている。その交流の中で、入居者も
積極的に参加型となってきている。

かかりつけ医師の選択は、希望を優先してい
る。提携医については、臨機応変に対応可能な
医師で、職員も安心している。また、必要時に
は、ご家族に直接説明をしていただけている。
現在では、往診日が月２回から１０～１１回と
なっており、その日の受診者以外でも、体調不
良の方にも柔軟な対応をされている。

介護記録だけでなく、ユニット日誌などにもケ
アの気付きを記録し、担当者会議などへ議題と
して取り上げ、ケアプランの見直し、個別ケア
の取り組みが出来ている。

本人のＡＤＬや活動の意欲に応じて、日常の生
活を提供しており、その上ＱＯＬの向上の為の
個別外食や外出行事の頻度を上げ満足度のアッ
プを図っている。

月に一度担当者会議を実施し、現状の課題やよ
り良い支援方法を意見交換し、本人の意向、家
族の希望に沿って、総合的にに反映したプラン
を作成。その意見に反映したケアプランを作成
している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

避難訓練には地域の方が参加され、避難方法の再確認と災
害時備品所持について町内会に情報を提供した。災害時に
防災拠点までの移動はリスクが大きい事から、きららでは
災害時にはホーム内に残る事を決め、そのことを町内会と
共有するとともにご家族宛には、災害時には移動しないこ
とと連絡については、各家族からきららへ訪問又は確認を
して頂くことを手紙にて周知してある

本人と家族のご希望の中で、ホーム内の設備や
医療対応について、困難な場合があることを家
族との協議の中で随時検討している。また、協
力医療機関との連携を図り、他施設への検討も
行っている。

会社の、マニュアルが整備されている。ＡＥＤ
も設置されており、使用方法についても職員間
や勉強会などを開き積極的に訓練を実施してい
る。また、救命講習や応急手当講習等にも積極
的に参加していくようにしている。

毎週1回、訪問看護師が訪問して入居者の健康管理を
している。その日に、指示を受けたものについては
早急に医師に連絡を取り診察を受けている。又、職
員の判断のしづらい腹部の状況を確認し、頓服の目
安としている。本人からも、専門職へ相談が出来る
時間として提供し、その相談内容などの情報提供が
できている。

入院時は、本人の状態確認のため、お見舞いに
伺ったり、担当者と随時連携をとりながら情報
交換を行い、早期退院に向けて関係づくりに努
めている。退院後は、かかりつけ医師との連携
が取れている

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

旬の食材を使用して季節感を味わっていただき、入居者と
一緒に買い物に出掛ける事により入居者の好みを取り入れ
ている。食事の準備については、出来るだけ一緒に行うよ
うに声掛けを行っている。後片付けについては、殆ど毎食
後に、入居者が行っている。プロのシェフによる食事会を
行ない大変喜ばれた。また、地方の店舗から、食材をお取
り寄せして、郷土料理を楽しんでいただいている。

本人が入居前に行っていた生活を出来るだけ尊
重した一日の生活リズムを行えるように支援に
努めている。また本人からの希望がない際は活
動を提示して希望があれば支援に繋げている。

起床時など職員が一方的に衣類を選ぶのではな
く、本人に選択をしていただき更衣を行うよう
努めている。また職員によっては髪型を変えた
りと、本人がおしゃれを楽しめるよう配慮し支
援している。

声掛けの基本は敬語で行っているが、親近感や
信頼関係を築くために時折砕けた言葉を使用す
る際も見られる。また羞恥心に配慮し肌を晒さ
なければならない際は最新の注意を払い声掛
け、一部介助している。

一日の中で自己決定できる場（食事、水分、散歩コース
等）ではクローズクエスチョンを用いて本人が選択しやす
いよう配慮している。また、自己選択が難しい方にはその
方の今必要な行動を予測し、行動の前後に説明を行う様努
めている。スタッフ一人一人の観察力をアップさせ、その
人の立場に立って、その人の視点からその人の想いを支援
出来る様に努めている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

便秘の理解を各職員が行ったうえで、排便に良
い食事（水溶性食物繊維の多いもの）を提供、
毎日の適度な運動、適度な水分の提供に努めて
おり、それでも出ない方には主治医との相談に
より薬が処方されている。

入浴日などは設定しておらず、希望のある利用
者、入浴日が古い利用者を優先しお誘いさせて
いただき、本人の満足感が得られるよう入浴時
間等も特に設定はしていない。

毎食後に声掛けを行い、その方の状況に応じ
て、介助や見守りを行っている。また、口腔状
態に応じた歯ブラシを使用し、義歯の衛生管理
も行っている。必要に応じて、歯科受診の対応
も行っている。

個々の排泄に関しての失敗やオムツ使用を減ら
していくために、排泄の状況をその都度記録し
たものを共有し、必要に応じてカンファレンス
を行い排泄の自立に向けた、個別の対応策を検
討している。

一日の食事量や水分量については、毎回記録し
て共有している。今までの習慣は大切にしなが
ら、栄養バランスを考え、毎食毎にメニューを
記録して偏らないように留意している。その日
の体調や気温等の変化に応じて、食事や水分の
内容・量等も考慮して提供している
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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己
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価
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

お預り金の中から、必要に応じて買い物はして
頂いているが、現在、ご本人がお金を所持して
いない。買い物の際にお金を渡して、支払って
頂けるように支援をしております。

本人の今までの生活や現在のＡＤＬを考慮した
日常での生活支援や家事活動が出来るよう支援
し、非日常生活の提供の頻度を上げた事できら
らでの生活が閉鎖的にならず、家族からも「家
では、ここまでしてあげられないので…。」と
喜ばれている。

毎日の買い物へ職員と一緒に行き、地域の方々と交流できるよう配慮し支援に努
めている。また、散歩での提供でも地域の保育園を散歩コースで通ることにより
地域の子ども達とのふれあいを大切に支援している。また、長い時間の散歩を希
望の方は定期的にご家族と協力しながら出来る範囲で対応に努めている。又、豪
華客船飛鳥Ⅱが大桟橋に停泊しているのを見ながら、ベイブリッジの上からみな
とみらいの景色を楽しんだり、ドライブを兼ねて、江ノ島水族館に出掛けイルカ
のショーを楽しんだりしている。

日中でも疲労感や前夜の睡眠時間を考慮して午睡の時間を
設けている。しかし昼夜逆転に配慮し、夜間帯への良眠に
つなげるため３０分～１時間程度での午睡を推奨してい
る。また夜間帯に安心して眠れるよう共有部分の照明や音
などに配慮した支援に努めている。
夜間帯になかなか寝付けない際にはリラックスして眠れる
ようホットミルクの提供や居室の空調設備に配慮し支援に
努めている。

用法・用量については、理解している。副作用や注
意点については、医師や薬剤師に確認し共有すると
ともに観察を行い、常に報告・相談が出来る体制と
なっている。薬自体にも、袋に必要な情報を印字や
色分けをしている。毎日のセットでは数名がチェッ
クを行い、毎回の服薬では職員同士が声を掛け合い
目視で確認している。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

入居時にご家族へ今まで使用していた愛着のあ
る馴染みの家具など身の回りの物を持ってきて
いただき居心地の良い環境の提供に努めてい
る。

建物はバリアフリー構造となっており、手すり
の付属など利用者一人で建物内を自由に安全に
移動することが出来る作りになっている。また
キッチンが対面式になっており利用者が活動し
やすい構造になっている。

共用の部分では季節に合った草花などを利用者と買
い物に行き選んだものを置き、芳香剤などを置かず
に見た目、臭気への配慮を行っている。また季節に
応じた空調の管理、利用者の癒しのために水槽にメ
ダカや金魚を飼い、いつでも誰でも見ることが出来
る環境を整えている。また、エレベーター前のホー
ルには椅子とテーブルを置いて、壁には絵画を飾
り、安らぎの演出をしている。

リビングの中でもソファやテーブルの椅子は常
に解放してあり、ソファの位置やテーブルの位
置を工夫し利用者同士の交流の場としてや、一
人で座れる場所などを作っている。

希望がある方には手紙でのやりとりが出来るよ
う職員が中継となり支援している。また電話な
どがかかってきた場合など本人に繋げられるよ
う努めている。
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事業所
グループホーム
　　　　きらら日吉

作成日 　　

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 Ⅲ 27

日々の様子やケアの気
付きを個別記録に記入
しなくてはならない
が、現状では記入をし
ていない職員もいる為
に情報が共有できてい
ない。

現状では、50％だが
80%にしていき、最終
的には、1000%を目指
していきたい。

3ケ月

2 Ⅲ 26

介護計画が、本人の意
向に添ったものになっ
ていない入居者もい

る。

本人や家族の意向に
添った介護計画となる
こと。

3ケ月

3 Ⅲ 24

本来のその人らしい暮
らしについて、新規入
居者も増えてきている
ために把握が出来てい
ない。

その人らしい暮らしが
出来るための自立支援
が出来ること。

3ケ月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成に向けた

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

職員同士での伝達方法
を再確認することに
よって、職員の意識を
高める。

①センター方式の基本情報
を活用②ご家族との話し合
いを十分に行う。③職員間
の情報共有を徹底させる。
以上の３点を充実させるこ
とによって、本人やご家族
の意向に添った介護計画を
作成する。

回想法を導入し、更に
スタッフが入居者をご
理解し、より一層の個
別ケアが出来る事を目
標とする。

2014年11月15日

目　　標
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